
《工学部》化学応用工学科

 【２．汎用的技能】 【３．態度・志向性】
【４．統合的な学習態度と

  創造的思考力】

①工学基礎に関する論理
的な解析力・思考力・探究
力を有する技術者となる

②専門基礎に関する知識
と応用力を有する技術者
となる

③専門3分野の基礎知識
に基づいた応用力を有す
る技術者となる

①社会を基盤とした人的情報交
換：地域社会・国際社会で活躍で
きる技術者となる

①人間としての重要な枠組み形
成：豊かな人格・幅広い教養およ
び自発的学習意欲を有する技術
者となる

①専門知識による問題解決力，も
の作りへの応用力の育成：専門的
課題について問題解決力を有する
技術者となる

大学入門講座 ◎ ◎

【授業の目的】
大学で学ぶ意味は何でしょうか

これを

自ら探るには，大学生活全体を通じて自
律的な学びの姿勢を確立していく必要が
あります。今後の大学での学びを確かな
ものにするために，高校までと異なった
学習の姿勢や方法の概略，自律的な大
学生活を送る方策の概略を把握すること
を目的とします

【授業の概要】
大学で学ぶために必要な術を，化学応用
工学科の教員を始め，徳島大学の教員
が各方面から講述します。

【到達目標】
大学での学びに関する全体像が把握で
きること。

歴史と文化 ◎

人間と生命 ◎

生活と社会 ◎

自然と技術 ◎

英語 ◎

英語以外の外国語 ◎

情報科学 ◎

ウェルネス総合演習 ◎

基礎数学 ◎

基礎物理学 ◎

基礎化学実験 ◎

微分方程式１ ◎ ○ ○

【授業の目的】
微分方程式の解法を修得し，さらに工学
の諸分野に現われる微分方程式の解法
に応用できるようにする。

【授業の概要】
微分方程式の理論は数理的工学的な現
象の解析に有力な手段を与え，現代工学
の基礎として重要な役割を果している。そ
の広範な理論の入門段階として，この講
義では微分方程式の具体的な解法を中
心に講義する。

【到達目標】
1. 2階の定数係数線形常微分方程式が
解ける。
2. 簡単な求積法が理解できる。

微分方程式２ ◎ ○ ○

【授業の目的】
連立常微分方程式の解法，ラプラス変換
の初歩を修得する。

【授業の概要】
「微分方程式1」に続き，現代工学の基礎
として重要な役割を果している連立常微
分方程式系の基本的な解法を講義する。 
ラプラス変換についても学ぶ。

【到達目標】
1. 定数係数連立線形常微分方程式
2. ラプラス変換

複素関数論 ◎ ○ ○

【授業の目的】
複素関数論への入門講義として，複素
変数関数の微分積分学を修得させる。

【授業の概要】
微積分で扱う対象を複素数変数の関数に
まで広げ，正則関数および有理型関数の
理論を展開することにより，実数の世界で
は困難であったある種の積分計算が複素
数の立場からみると簡潔に処理されるこ
とを述べる。

【到達目標】
1. 複素微分，正則関数の概要が理解で
きる。
2. 留数概念の理解とその応用ができる。 

ベクトル解析 ◎ ○ ○

【授業の目的】
工学の解析で必要不可欠なベクトルの
概念と基礎的な性質を学ぶとともに，ベ
クトル場の解析学を通して古典力学，流
体力学や電磁気学に現れる基本的な物
理法則の数学的な理解・運用を目標とす
る。

【授業の概要】
ベクトルで表される物理量の局所的変化
(微分)と大局的効果(積分)を記述する手
法としてベクトル場の微分積分学を展開
し，微分積分学の基本定理のベクトル場
に対する一般化を確立する。

【到達目標】
1. ベクトルの演算，ベクトルの場の微
分が理解できる。
2. ベクトルの場の積分が理解できる。

確率統計学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
観測，実験，調査等を通じて得られた数
値データの解析において，確率統計学は
必要不可欠な学問である。確率統計学
の応用分野は，自然・社会・人文科学・
工学・医学等ほとんどすべての研究分野
にわたっている。本講義では，確率的な
現象の捉え方，考え方を学ぶとともに統
計学における仮説検定法の考え方を習
得することを目的とする。

【授業の概要】
最初に統計学に必要となる確率論および
統計学の基礎を解説し，次いで大量の
データの中から抽出した一部のデータを
用いて統計的推論を行う場合の基本的考
え方および統計手法について多くの例題
を交えて講義する。また，毎回講義の最
後に演習問題を解く時間を設ける。

【到達目標】
1. 基本的な確率の計算ができる。
2. 基本的な確率分布が理解できる。

微分方程式特論 ◎ ○ ○

【授業の目的】
数理解析学の強力な道具立てとして，
フーリエの方法を学ぶ。

【授業の概要】
フーリエが導入した三角級数展開および
フーリエ式積分変換の理論を講義し，物
理・工学に現れる偏微分方程式を初等的
に扱うための基礎的な知識を提供する。
基本的な説明のあとで理解を深めるため
の課題が与えられる。

【到達目標】
1. フーリエ解析の初歩を理解する。
2. フーリエ級数の計算ができる。 

量子力学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
原子分子のミクロな世界の基本法則であ
る量子力学の基礎を修得させる。

【授業の概要】
講義計画に示した項目に従い，前期量子
論より始めて，シュレディンガーの波動方
程式を導く。簡単な例として自由空間にお
ける粒子や井戸型ポテンシャル中の粒
子，調和振動子を取り上げ，波動関数とエ
ネルギー固有値の意味を解説する。さ
らに，水素原子の場合について説明し，
原子構造，周期律との関連に触れる。

【到達目標】
1. 電子や光がもつ粒子性と波動性を理
解する。
2. シュレディンガー方程式と波動関数の
意味を理解する。
3. 簡単な系のシュレーディンガー方程式
を解き，波動関数とエネルギー固有値を
求めることができる。
4. 水素原子の場合の波動関数とエネル
ギー固有値の意味を理解する。 

統計力学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
現代の化学は，原子，分子，電子の微視
的立場から現象を理解し，新しい法則を
見出して，応用を考えることである。その
基礎である統計力学を成り立ちを含め講
義する。

【授業の概要】
下記講義計画に従い，統計力学と量子力
学の関係，現実の物質と簡単なモデル，
カノニカル分布，フェルミ統計，ボーズ
統計，ボルツマン分布を講義する。

【到達目標】
1. 微視的な観点と量子力学の理解
2. 統計力学の概念の理解
3. 統計力学の応用の理解

化学応用工学基礎 ◎ ○ ◎

【授業の目的】
高校で修得する化学と専門科目としての
化学との間には大きなへだたりがある。
本科目は，これからそのへだたりを埋め
るためのものであり，化学を科学的に理
解するための基礎力の養成を図る。モノ
を創る課題を行うことにより，情報収集・
活用能力，創造力，課題解決能力，グ
ループ活動能力，プレゼンテーション能
力，コミュニケーション能力といった汎
用的技能のレベルアップを図る。

【授業の概要】
化学応用工学にはどのような学問分野が
あり， それが社会とどのようにつながって
いるか，そして，学部生として何を学ぶか
などについて講述する。また，4〜5名の少
人数グループ毎に分かれ，具体的なテー
マを選定し，調査，結果整理，考察，発表
を行う。各グループには，1名の教員が助
言および指導を行うが。テーマ選定から
発表までを学生が主体的に進める。毎回
各教員のもとに集合し，質疑応答等を通
じた双方向的な（教員からの一方的な指
導のみでなく，学生からの建設的な質疑
も含む）やりとりを緊密に行うことで，コミュ
ニケーション能力（議論を通じてお互いを
理解する能力）の向上を目指す。また，各
教員から情報リテラシー（コンピューター
ネットワークを利用するうえで注意すべき
こと）やプレゼンテーション技法（発表の仕
方）についての指導を受ける。テーマ内容
の調査は図書館を利用した文献調査およ
びインターネットを利用した資料の調査に
よって行う。ただし，インターネットを利用
する場合には，必ずその一部を英語サイ
トからの調査にする。これにより，国際コ
ミュニケーション能力（英語を使って議論
をする能力）の向上を目指す。さらに発表
の際は英語サイトを利用した調査内容を
反映させる。

【到達目標】
1. 化学の現象を自ら考え，探究して，問
題解決する方法を修得する
2. 情報収集・活用能力，創造力，課題解
決能力，グループ活動能力，プレゼン
テーション能力，コミュニケーション能力
といった汎用的技能のレベルを高める

物理化学序論 ◎ ○ ○

【授業の目的】
物理化学の入門講義によって，以降の
専門科目履修のための基礎学力を修得
させる。

【授業の概要】
高校での学習に続いて，気体の状態方程
式などの初歩から物理化学，熱力学の基
礎について講述し，化学者・化学技術者
としての知識や考え方を習得させる。

【到達目標】
1. 熱力学を学習するための基礎力をつ
ける

有機化学序論 ◎ ○ ○

【授業の目的】
高校で修得する化学と専門科目としての
化学との間には大きな溝がある。本講義
はその溝を埋めるためのものであり，化
学を科学的に理解するための基礎力の
養成を図る。

【授業の概要】
有機化学に重点をおき，有機化合物の基
本的な構造・性質について平易に講義す
る。適宜，演習を行いながら理解を深め，
応用力を養う。

【到達目標】
1. 有機分子の構造と混成軌道の関係
について理解する。
2. 有機酸と有機塩基について理解を深
める。 

化学工学序論 ◎ ○ ○

【授業の目的】
高校までの化学では学習しない化学工
学の導入教育として，基礎となる移動現
象論を取り上げ，化学工学の基礎学力
を習得させる。

【授業の概要】
高校で学んだ気体の状態方程式等や物
質収支をもとに，流動，伝熱，拡散という
化学装置を設計する際の基礎となる移動
現象論について講述し，図解，例題と演習
によって，化学工学の基礎事項を理解さ
せる。

【到達目標】
1. 化学工学の基礎となる流動，伝熱，
拡散などの移動現象論を理解する。

基礎分析化学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
化学反応と化学量論を基礎として，物質
が有する質的，量的情報を得る分析化
学の手法を理解する。取扱う化学反応と
諸平衡定数から，その反応に関係する
化学種とそれらの量（物質量，濃度）の
関係を的確に把握できる素養を身につ
ける。また，化学平衡に基づく定量分析
に関する基礎的知識とその考え方を習
得する。

【授業の概要】
測定対象である試料中の目的物質および
その化学種を特定し，その相対量あるい
は絶対量を決定するのが化学分析であ
り，化学分析を構築するための学問分野
が分析化学である。本講義では，分析化
学が扱う基本的な化学平衡として酸塩基
平衡，酸化還元平衡，錯形成平衡をとり
あげ，物質が有する物性と存在化学種と
の関係を学習する。また，化学平衡に基
づく容量分析による定量操作を学習し，
化学分析に関する理解を深める。

【到達目標】
1. 分析化学に関係する化学反応，化学
量論についての理解を深める。
2. 様々に表現される物質の物質量や濃
度を自在に扱えるようになる。
3. 分析化学が扱う基礎的な化学平衡を
理解する。
4. 化学平衡式，平衡定数を用いて，酸
や塩基の存在形態とその量を解析，計
算できるようになる。 

有機化学１ ◎ ○ ○

【授業の目的】
有機化学を体系的に理解するとともに，
それらを医薬品，農薬，合成高分子など
の複雑な有機化合物の合成に活用する
応用力を身につけるために，有機化学の
基礎的な概念と炭化水素の化学を修得
する。

【授業の概要】
ここまで有機化学序論で学修した有機化
学の基礎に基づいて，有機化学の基礎
的な概念と炭化水素の化学を修得する。
具体的には，有機化合物と有機反応の概
要およびアルカン，シクロアルカン，アル
ケン，アルキンについてそれらの構造，物
性，製法，反応をそれぞれ学修し，有機
化学を系統的に理解するとともに，それら
を医薬品，農薬，合成高分子などの複雑
な有機化合物の合成に活用する応用力
を身につける。

【到達目標】
1. 有機化合物の概要とアルカン，シクロ
アルカンの構造，物性，製法，反応を理
解し，反応機構および合成経路を提案
できる。
2. 有機反応の概要とアルケン，アルキン
の構造，物性，製法，反応を理解し，反
応機構および合成経路を提案できる。

【１．知識・理解】
工学の基礎及び専門知識による分析力と探究力の育成

科目の教育目標

全学共通教育科目

専門教育科目

ディプロマ・ポリシー

科目名

・ディプロマ・ポリシーに特に強く関連するものは◎，関連するものは○を記入する。 

専門教育科目



基礎無機化学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
無機物質の構造及び性質を理解させる
ために，原子及び分子の構造，化学結
合性を中心に易しく講義する。講義のは
じめに適宜レポートを課す。

【授業の概要】
無機物質の構造及び性質を理解させるた
めに，原子及び分子の構造，その対称
性，化学結合性，反応性を中心に易しく

講義する。教科書「シュライバー・アトキン
ス」無機化学(第4版)の1，2，4章を中心に
行う。

【到達目標】
1. 元素の性質の周期性について理解す
る。
2. 酸素・二酸化炭素やメタンなど簡単な
化合物の分子構造・対称性を理解する。
3. 共有結合・イオン結合・金属結合の成
り立ち・相違点について理解する。
4. 酸・塩基の強さを決定する要因につい
て理解する。 

基礎物理化学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
物質の状態と性質について，エネルギー
論をもとに講述し，化学熱力学の基礎を
理解させる。

【授業の概要】
物質に対して物理化学的に具象化する
ためには多くの方法論が要求される。大
切なことは，ものの見方の基本的な態度
であることを講述し，物理化学的に物質
をとらえる上で，基礎となる考え方，方法
について講義を行う。

【到達目標】
1. 化学熱力学の基礎を理解する

分析化学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
化学反応と化学量論を基礎として，物質
が有する質的，量的情報を得る分析化
学の手法を理解する。取扱う化学反応と
平衡定数，速度定数から，その反応に関
係する化学種とそれらの量（物質量，濃
度）の関係を的確に把握できる素養を身
につける。また，分析機器を用いる分離
分析に関する基礎的知識を習得し，その
手法を化学の観点から捉える。

【授業の概要】
基礎分析化学の継続講義である。基礎分
析化学で学習した酸塩基平衡，錯形成平
衡とそれらに基づく定量分析の考え方を
発展させる。本講義では，分析化学が扱
う基本的な平衡反応として固液平衡，酸
化還元平衡，分配平衡を取りあげる。ま
た，分析化学で利用される速度論的な反
応を紹介する。さらに，機器分析への接続
として，クロマトグラフィーによる分離分析
を学習する。

【到達目標】
1. 分析化学における沈殿生成平衡に関
する理解を深める。
2. 分析化学における分配平衡に関する
理解を深める。
3. 分析化学における酸化還元平衡に関
する理解を深める。
4. 分析化学における速度論的反応に関
する理解を深める。
5. クロマトグラフィーによる分離と定量
の原理を理解する。 

有機化学２ ◎ ○ ○

【授業の目的】
有機化学を体系的に理解するとともに，
それらを医薬品，農薬，合成高分子など
の複雑な有機化合物の合成に活用する
応用力を身につけるために，有機化合物
の立体化学と芳香環，ハロゲン，炭素―
酸素単結合を含む官能基の化学を修得
する。

【授業の概要】
ここまで有機化学序論および有機化学1で
学修した内容に基づいて，有機化合物の
立体化学と芳香環，ハロゲン，炭素―酸
素単結合を含む官能基の化学を修得す
る。具体的には，有機化合物の立体化学
および芳香族化合物，ハロゲン化アルキ
ル，アルコール，フェノール，エーテルにつ
いてそれらの構造，物性，製法，反応をそ
れぞれ学修し，有機化学を系統的に理解
するとともに，それらを医薬品，農薬，合
成高分子などの複雑な有機化合物の合
成に活用する応用力を身につける。

【到達目標】
1. 有機化合物の立体化学および芳香族
化合物の構造，物性，製法，反応を理
解し，反応機構および合成経路を提案
できる。
2. ハロゲン化アルキル，アルコール， 
フェノール，エーテルの構造，物性，製
法，反応を理解し，反応機構および合
成経路を提案できる。

無機化学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
1年次の基礎無機化学に引き続き，分
子・軌道の対称性の理解，無機化合物
の各論・演習問題で，基本概念を応用し
て問題を解決する力を養う。

【授業の概要】
基礎無機化学に引き続き，第7章〜第19
章及び22章を取り扱う。周期表をsブロッ
ク，pブロック，dブロック及びfブロックに分
けて体系化した無機化合物各論を通じて
無機化合物への理解を深める。

【到達目標】
1. 簡単な分子の点群・対称要素を理解
する。
2. sブロック，pブロック，dブロック，及びf
ブロック元素の特徴について理解する。
3. 結晶場理論の基礎を理解する。 

物理化学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
基礎物理化学等で学習した化学熱力学
に引き続き，系の平衡状態を記述する方
法論の一つである化学統計熱力学の基
礎について述べ，3年前期に開講される
量子化学への橋渡しを行う。系の巨視的
な記述方法である熱力学関数が，微視
的な存在である分子の性質をどのように
反映しているかを，分配関数の計算を通
じて理解し，物質系のマクロスコピックな
性質が，物質系を構成するミクロスコピッ
クな分子の性質と密接に結び付いてい
る事を知る事が本講義の目的である。講
義では英語の教科書を使用する。英語
表記の専門用語に習熟することも本講
義の目的である 

【授業の概要】
統計熱力学の本質である，分配関数につ
いて理解し，分配関数がわかれば系の熱
力学的な状態を詳細に説明できること
を，授業，質問書およびテストを通じて理
解する。

【到達目標】
1. 化学統計熱力学の基礎的概念を理解
できる
2. 化学統計熱力学の基礎的概念を用い
て簡単な系の記述ができる
3. 熱力学的諸関数を分配関数を用いて
算出できる。 

化学工学基礎 ◎ ○ ○

【授業の目的】
化学工学の学問領域は従来の化学プロ
セス設計や化学工業の製品生産のみな
らず環境やバイオテクノロジーの分野に
も拡大している。本講義では，広範な化
学工学を理解するために必要な化学工
学の基礎学力と実際的な問題を解く応
用力を養う。

【授業の概要】
化学工学とは何か，方法論としての化学
工学の役割・領域等を概説し，化学工学
の基礎として，物質やエネルギーの出入，
流動，伝熱，蒸発などの事項について講
述する。

【到達目標】
1. 化学量論を含む物質収支及び熱収支
を理解する。
2. 流動に関して基礎法則を理解し，問
題解決に応用できる。
3. 伝熱，蒸発に関して基礎法則を理解
し，問題解決に応用できる。 

材料科学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
本講義は無機固体材料の性質を理解す
る上で重要な結晶構造の基礎知識を学
び，また結晶構造解析の原理を理解し，
その手法の基礎を習得することを目的と
する。

【授業の概要】
無機固体材料の研究開発に必要となる結
晶物理学をベースとした基礎知識に関す
る講義を行う。前半は導入として単位格子
とその対称性を講述したのち，最密充填
構造から，さらにその派生構造である
様々な結晶構造について図解する。また
結晶構造が材料物性に大きく関係してい
ることを理解させる。後半は結晶構造を知
る上で最も重要なＸ線回折法の原理およ
び基礎を講述する。具体的には導入とし
てＸ線の特性を解説し，原子による散乱・
結晶による回折原理を詳述する。また実
際のＸ線回折データから結晶構造を定量
的に決定する手法を身につけさせる。

【到達目標】
1. 基本的な結晶構造およびその対称
性を理解する。
2. X線回折法の原理とその手法を理解
する。 

有機化学３ ◎ ○ ○

【授業の目的】
有機化学を体系的に理解するとともに，
それらを医薬品，農薬，合成高分子など
の複雑な有機化合物の合成に活用する
応用力を身につけるために，炭素―酸素
二重結合および窒素を含む官能基の化
学を修得する。

【授業の概要】
ここまで有機化学序論，有機化学１および
有機化学2で学修した内容に基づいて，炭
素―酸素二重結合および窒素を含む官
能基の化学を修得する。具体的には，ア

ルデヒド，ケトン，カルボン酸およびその誘
導体，アミンについてそれらの構造，物
性，製法，反応をそれぞれ学修し，有機化
学を系統的に理解するとともに，それらを
医薬品，農薬，合成高分子などの複雑な
有機化合物の合成に活用する応用力を
身につける。

【到達目標】
1. アルデヒド，ケトン，カルボン酸，カル
ボン酸誘導体の構造，物性，製法，反応
を理解し，反応機構および合成経路を提
案できる
2. カルボニル化合物のα置換反応と縮
合反応およびアミンの構造，物性，製
法，反応を理解し，反応機構および合成
経路を提案できる

高分子化学１ ◎ ○ ○

【授業の目的】
高分子科学の基本概念を理解し，高分
子の構造，性質および合成法について
の基礎知識を習得する。

【授業の概要】
身のまわりにあるいろいろな高分子材料
のサンプルに手を触れながら，それぞれ
の化学構造と性質，合成の方法について
述べる。これらの高分子材料が合成され
た経緯，高分子科学の発展の歴史につい
て説明する。また，重縮合およびラジカル
付加重合による高分子合成について，有
機反応機構，反応速度論ならびに先端材
料物性の立場から平易に解説する。

【到達目標】
1. 身のまわりの代表的な高分子素材を
識別でき，その化学構造を書くことがで
きる。
2. 高分子鎖の特徴を理解し，平均分子
量の概念と分子量測定法について説明
できる。
3. 重縮合の基礎的概念を理解し，反応
機構が説明できる。
4. 付加重合の基礎的概念を理解し，ラジ 
カル反応の特徴と反応機構が説明で
きる。

反応工学基礎 ◎ ○ ○

【授業の目的】
化学反応速度論，反応器の型式，流通
式反応器内における流体の流れ等につ
いて理解させ，工業用反応器の設計に
必要な基礎知識を修得させる。

【授業の概要】
工業用反応器設計のための反応速度論
(定容系および定圧系)を解説し，回分式，
連続槽型および管型反応器の設計法の
基礎について講述する。

【到達目標】
1. 定容系の反応速度論を修得する。
2. 定圧系の反応速度論を修得する。
3. 回分式，連続槽型反応器の設計法
の基礎を修得する。 

分離工学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
化学工業をはじめ殆ど全ての生産工程
に含まれる単位操作の内の拡散分離操
作に重点を置き講義し，演習を通じてこ
れを習得させ，基礎学力と実際的な問題
を解く応用力を養う。

【授業の概要】
代表的な拡散分離操作について，分離理
論，分離装置・操作，解析法について講
述する。

【到達目標】
1. 物質移動現象論の基礎を理解し，応
用ができる。
2. 授業計画にある各種分離操作の基
本原理を理解し，応用できる。 

化学反応工学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
工業用反応器の設計に必要とされる反
応工学の基礎理論を理解させる。

【授業の概要】
化学プロセスの構成要素，化学プロセス
の事例と工業触媒，固体触媒，固定床の
化学工学，分散系の反応工学等につい
て講述する。

【到達目標】
1. 化学プロセスの構成要素，化学プロセ
スの事例およびプロセスフローシートを
理解する
2. 固体触媒の反応過程と触媒有効係数
を理解する
3. 固定床の化学工学を理解する
4. 分散系の反応工学を理解する

有機化学４ ○ ◎ ○

【授業の目的】
有機化学実験では，実験結果の分析お
よび解析には主に核磁気共鳴分光法，
質量分析方法，赤外分析方法，紫外分
光方法が使われます。この授業では，こ
れらの分析法について原理を理解し，こ
れらの分析方法から得られるデータの分
析および解析の方法を習得します。

【授業の概要】
有機化学実験における主要分析器の原
理・解析方法を身につけることを念頭に
講述する。さらにそれらの解析方法につ
いて，それらの分析方法から得られる実
験データを用いた演習問題を通じて習得
する。

【到達目標】
1. 有機化合物の分析法について分析
機器の理解を深める。
2. 有機化合物の分析法について解析
方法の理解を深める。 

高分子化学２ ○ ◎ ○

【授業の目的】
プラスチックスやゴム，繊維として衣料や
家庭用品に使用される汎用高分子をは
じめ，電子機器，自動車，航空機，医療
分野などの先端的用途に使用される機
能性高分子の研究開発は，化学系素材
産業の根幹であり，わが国の技術が優
れた競争力を有する分野である。この講
義では，高分子合成化学における最近
の進歩や学術的動向に言及しながら，そ
の理解に不可欠な付加重合と開環重合
ならびに高分子反応の基礎概念を学
ぶ。

【授業の概要】
ラジカル開始剤，アニオン開始剤，カチオ
ン開始剤および遷移金属錯体触媒による
付加重合と開環重合の基礎を平易に解説
する（テキスト第3章および第4章）．また，
高分子の特異性に基づいた機能性の発
現とそのメカニズム，先端的なマテリアル
サイエンスへの応用例について，各回
の講義の中でふれる。加えて，高分子
反応の主要な項目のいくつかを解説す
る。

【到達目標】
1. 汎用高分子と機能性高分子の特性を
学び，その背景にある化学と技術につい
て理解を深める。
2. モノマーの構造と反応性との関係を知
り，重合反応のメカニズムを理解する。
3. 重合活性種（ラジカル，イオン，有機
金属結合）の特徴と性質を理解する。 

有機・無機工業化学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
有機および無機化学工業の基礎となる
化学技術を講述し，各種工業製品や材
料の製造法についての基礎と応用を理
解させる。

【授業の概要】
有機化学工業を有機化学及び高分子化
学などの基礎化学技術の観点から講義
し，身の回りで実際に役立っている有機
材料の基礎と応用について詳述する。無
機化学工業の基礎部門として欠くことの
できない，無機酸，ソーダ，製塩，肥料を
中心に基礎理論を通じての定量的な理解
を骨子として講述する。

【到達目標】
1. 有機・無機工業製品の製造に関連す
る科学技術について理解を深める。
2. 種々の有機材料の合成法や物性，
機能を理解する。
3. 無機酸・ソーダおよび派生物・肥料な
どの製造原理を習得する。 

専門教育科目

専門教育科目



有機化学5 ○ ◎ ○

【授業の目的】
生命の構成要素である生体分子・生体
高分子の構造と機能に注目し，生命の
仕組みを理解する。高分子の合成およ
び反応解析の手法を理解する。

【授業の概要】
生命はさまざまな有機分子の集合体であ
り，それらが複雑に相互作用しながら維
持・調節されている。一方，合成高分子は
有機分子が重合して形成される巨大分子
であり，その物性は集合体としての構造
に大きく依存する。本科目では，生命現象
を担う有機分子の構造と機能を有機・高
分子化学の立場から理解することと，高
分子の合成や反応解析の手法を理解す
ることを目的とする。生体分子の構造や
機能および代謝反応に関する講義に続
き，高分子合成・反応解析などについて
演習を行う。講義と演習を通して生体高分
子・合成高分子を含む有機分子とその集
合体に関する総合的な理解を深める。

【到達目標】
1. 生体分子の構造と機能について理解
する
2. 遺伝情報の伝達および代謝の概要を
理解する
3.高分子合成および反応解析の手法を
理解する

物質合成化学演習 ○ ◎ ◎

【授業の目的】
有機化学の基礎から応用まで体系的に
理解し，有機化学に関する大学院入学
試験や資格試験に対応できる知識を体
得する。

【授業の概要】
演習問題集や過去の資格試験問題等か
ら担当教員が選んだエッセンスとなる有機
化学問題を題材に，これらの演習を通して
授業を進め，大学で学んだ有機化学の体
系的な復習を行う。

【到達目標】
1. 社会ニーズに対する各受講生の有機
化学理解達成度の自己認識と社会ニー
ズを満たす理解度の達成

化学応用工学特別講義１ ○ ◎ ○

【授業の目的】
遷移金属錯体を開始剤や成長反応の触
媒として用いた高分子合成が数多く報告
されている。そこでは，遷移金属錯体特
有の構造や反応性を活かすことにより，
特徴的な高分子合成を実現することが
可能となる。本講義では，まず遷移金属
錯体触媒重合を理解するために必要な
遷移金属錯体に関する基礎的事項を説
明し，それらが実際に高分子合成にどの
ように応用されているかを，具体例を紹
介しながら解説する。
　学部講義「高分子化学１」および「高分
子化学２」を補う講義。

【授業の概要】
非常勤講師　井原 栄治 先生（愛媛大学
大学院 理工学研究科 教授）による集中
講義。平成２７年９月２４日（木）～２５日
（金）の２日間で開講。題目：遷移金属錯
体触媒重合の基礎と応用

物質機能化学演習 ◎ ○ ◎

【授業の目的】
1. 基礎物理化学で学習した内容で，理
解が不十分なところについて演習を通
して復習する。
2. 基礎物理化学で学習した内容の理解
を，演習を通して更に深める。
3. 演習の解答を作成し，その説明を他
の学生に対して行うことでコミュニケー 
ション能力を含めた汎用的技能を向上
させる。

【授業の概要】
基礎物理化学で学習した内容を元にした
演習問題を授業時間内に毎回解き，その
解説を行う。解説を詳細に進める際には
各履修者が積極的に発言し，解答を説明
することが求められる。他の学生に対して
説明することにより，コミュニケーション能
力の向上を目指す。授業中に実施する演
習問題は採点して翌週に返却される。答
案の傾向の講評を解説すること及び疑問
点を教員と対話することにより双方向的
な学習を行う。科学者・技術者に必須の
素養である計算問題の演習ならびに熱力
学の論理体系の理解を問う論述問題の
演習から，数学と文章により論理的な説
明ができるという科学的なコミュニケー
ション能力を含めた汎用的技能の習得を
目指す。

【到達目標】
1. 気体の性質と熱力学の関係を理解
する。
2. 熱力学の基本法則について理解す
る。
3. 熱力学の化学への応用について理
解する。
4. 解答を論理的に他の人に説明できる
というコミュニケーション能力を得る。 

溶液化学 ◎ ○ ○

【授業の目的】
溶液が関与する物理化学的現象を熱力
学を用いて，学習する。

【授業の概要】
溶液の性質を理解することは多くの分野
で極めて重要である。溶液が関与する
色々な現象を熱力学的に理解でき，説明
できるように講述する。

【到達目標】
1. 溶液の熱力学的取扱いを理解する。
2. 多成分の平衡を理解する。

地球環境化学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
地球・宇宙の活動は気候・海流・生物活
動などに密接に関係しています。また，
科学技術の高度化は，オゾンホールに
代表されるように，大規模に地球環境を
変えてしまう結果にも至ります。過去の
地球環境を科学的に概観し，未来の変
化を予測することが人類を含む生物の
持続的活動にとって重要です。本授業で
は，地球で生じている（生じた）現象の詳
細を化学の視点から把握するための方
法論，問題解決の方法論を修得すること
を目的とします。

【授業の概要】
地球で生じている環境に関する現象を正
確に把握するために，化学の知識と経験
をもとに取り組む学問が環境化学です。
本講義では，大気，土壌，水圏の各環境
で生じている諸事象，各環境で問題となっ
ている化学物質に関して，化学の視点か
ら概観し，問題解決の方法論を議論しま
す。温暖化，酸性雨，フロンガスなど地球
規模の問題，ならびに，ダイオキシン，内
分泌かく乱物質，廃棄物など局所的問題
を取り上げます。また，報道発表される最
新の環境化学に関するトピックスを教材
に用います。後半の授業は，受講生によ
る発表講義により行います。

【到達目標】
1. 地球環境に関する理解を深め，環境
に関する諸課題を説明できるようにな
る。
2. 環境を把握するための情報採取，解
析法を理解し，統計情報から事象を把
握できるようになる。
3. 地球環境に関して興味を抱き，個別 
テーマに関する調査を行い，自身の意
見を発表する。

量子化学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
基礎物理化学，物理化学の後を引き継
いで，「物理化学」という巨大な学問体系
の中で，最も新しく，且つ，今日活発に進
歩し続ける量子化学を理解する為の基
礎的な事項について述べる。

【授業の概要】
巨視的な理論体系である熱力学，微視的
立場と巨視的立場をつなぐ理論体系であ
る統計熱力学を学修した学生に，系を微
視的に記述する方法を講述する。原子や
分子の電子構造を記述するための量子
論の基礎について述べる。量子論の基礎
概念と厳密解の得られる系としての一電
子原子の波動方程式について講述したの
ち，スピンの概念を導入し，そのうえで多
電子原子，二原子分子，多原子分子の順
に系を拡張させながら近似的取扱につい
て述べる。工学の広い分野で求められる
素養として，分光学の基礎となる電子と電
磁波との相互作用を講述する。

【到達目標】
1. 量子化学の基礎概念を理解できる
2. 簡単な系で量子化学的な記述ができ
る
3. 実在の系での量子化学的推論ができ
る

電気化学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
電気化学の基礎である溶液論，平衡論，
速度論の基礎を修得し，典型的応用例
を理解する。

【授業の概要】
溶液の電導度，平衡電位，電気化学反応
速度について講義し，pH 測定法，ポーラ
ログラフィー，実用電池（蓄電池，燃料電
池）など応用面を理解する。また，生物電
気化学の応用技術であるバイオセンサ
についても講述する。

【到達目標】
1. イオン電導の概要把握と応用能力の
修得する
2. 電極反応速度論の基礎を修得する
3. 実用蓄電池の基礎を修得する

機器分析化学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
分析機器は，科学の様々な分野におい
て物質や物性の解析および測定データ
の収集に非常に重要な役割を果たして
いる。本講義では，特に化学の領域で普
遍的に用いられているいくつかの分析機
器をとりあげ，それらの測定原理と装置
構成を学習する。物質の有する特性とそ
れを測定に活用する分析機器の原理を
理解する。具体的な測定例を通して，分
析機器による定性分析，定量分析を学
習する。

【授業の概要】
科学の領域で，様々な分析機器が広く用
いられている。本講義では，それら分析機
器の中で基本的かつ普遍的なものを取り
あげ，測定に活用される物質の特性とそ
の特性を測定する分析機器の原理，装置
構成を概説する。測定に際して必要とな
る試料の前処理，誘導体化も併せて学習
する。さらに，具体的な測定対象，測定物
質を通じて，物質の物性分析，定性分
析，定量分析の実際を学習する。理解度
を高めるために，ビデオ教材も活用する。
発展的に，機器分析に関するトピックス，
分析機器の高性能化，高感度化の取り組
みについても解説する。

【到達目標】
1. 物質が有する分光学的特性につい
ての理解を深める。
2. 物質が有する特性とその特性を測定
する原理を理解する。
3. 分析機器の装置構成を理解する。
4. 各種測定装置の測定データを読み取
れるようになる。 

化学応用工学特別講義２ ○ ◎ ○

【授業の目的】
様々な分野の専門家の講義により，基
礎から最先端までの特徴ある内容を学
ぶ。

【授業の概要】
物質機能化学に関連する分野について学
外より専門家を招聘し，最新の発展しつ
つある領域の講義を受講する。

【到達目標】
1. 各分野の専門家による講義を通し
て，その分野を深く理解する。

材料プロセス工学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
本講義は固体物質の物理的・化学的性
質理解させ，その手助けとなる状態図
(相図)の見方を習得させる。また，固体
工業材料の弾性・応力・ひずみなどの力
学的性質を理解させ，その材料からなる
構造物や機械要素について，適切な強
度設計を行うための基礎を習得させる。
到達目標は以下のとおりである。
1. 固体物質の物理的・化学的性質の基
礎を理解し，相図の読み取り方を習得す
る
2. 外力に伴う材料力学の基礎を習得す
る

【授業の概要】
固体結晶の構造やその構造評価を概説し
た材料科学に引き続き，その固体結晶や
アモルファス材料・薄膜材料の特性や状
態図の見方を述べる。具体的には，結晶
中の欠陥生成，侵入型や置換型の固溶
体の生成についての基礎知識を講述し，
それらの相図の紹介からその読み取り
方，さらには共晶や包晶について解説す
る。また，化学装置設計・材料設計の基礎
となり，種々の外力の作用する固体を扱う
応用力学の一分野である材料力学につ
いて概説する。具体的には，応力やそれ
に伴うひずみの概念とその性質について
講述し，さらには垂直はりに作用するせん
断力や曲げモーメント，断面2次モーメント
について解説する。

【到達目標】
1. 固体物質の物理的・化学的性質の基
礎を理解し，相図の読み取り方を習得す
る。
2. 外力に伴う材料力学の基礎を習得す
る。 

材料物性 ○ ◎ ○

【授業の目的】
無機材料が示す様々な性質についてそ
の基本を講義し，新素材設計のための
基礎を修得させる。

【授業の概要】
同じ性質を持つ材料でもなぜ優劣が出て
くるのか。化合物の構造とその基本的な
物性とをどのように結びつけて考えればよ
いのかを学ぶ。3-4回ひとまとまりの授業
形態をとり，その3-4回の授業のうち，2-3
回は講義を中心に，残り1回は演習を中
心に行い理解を深める。

【到達目標】
1. 半導体・金属などの電気伝導機構の
違いについて理解する。
2. 強誘電性・強磁性の発現機構につい
て理解する。
3. 材料の不定比性が物性に及ぼす影
響について理解する。 

微粒子工学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
化学プロセス工学で扱う様々なシステム
操作のうち，「流体からの粒子の分離」を
理解するために不可欠な粉粒体のキャ
ラクタリゼーションおよびハンドリング
の基礎を講述する。

【授業の概要】
「微粒子工学」では，2年前期に「化学工学
基礎」で学んだ流動・伝熱・物質移動の基
本原理を，より複雑な(主に固体粒子を分
散相とする)不均一系の流れを伴うシステ
ムに適用する。自然・社会環境のみなら
ず，今日の化学プロセスの中間・最終製
品として重要な役割を果たす粉体を，物
性・測定・操作面からとらえ，その全体
像を把握する。

【到達目標】
1. 粒子の物性・測定法について理解し，
基礎計算ができる。
2. 粒子の運動について理解し，特徴を
記述できる。
3. 気体および液体からの粒子の分離操
作について理解し，要点を説明できる。 

自動制御 ○ ◎ ○

【授業の目的】
自動制御が化学工場において果たす役
割を理解する。装置や制御系の動的挙
動をラプラス変換などの数学的手法を利
用して表現し，解析するための基礎知識
を習得する。さらに制御系設計の基礎的
な考え方を理解する。

【授業の概要】
自動制御技術は，一般産業機械をはじめ
化学プラントの基礎技術として応用されて
おり，自動制御なくしてはこれらプラントの
満足な性能を引き出すことは出来ない。
化学プラントにおいて制御をうまく活用す
るには，まず制御しようとする装置の特性
をよく理解し，それに適した制御装置を設
計せねばならない。本講義では，微分方
程式による装置挙動の表現と，ラプラス
変換を利用した解析，および制御系設計
について解説する。

【到達目標】
1. 自動制御の目的，仕組みを理解し，自
動制御系を解析・設計する基礎知識を
取得する

専門教育科目



化学工学演習 ○ ◎ ◎

【授業の目的】
化学プロセス工学のうち主に拡散単位
操作を移動現象論の見地から講述し，
演習を通じてプロセス設計の基本手法を
修得させる。本科目において担当教員は
受講者の演習問題を解く進行状況に合
わせて各受講者が理解できていない点，　
何が分らないのかを各受講者から汲み
あげながら講義を進行する（双方向学
習）.

【授業の概要】
「化学工学演習」では，「化学工学基礎」・
「分離工学」で学んだ流動・伝熱・物質移
動の基本原理に基づいて演習することに
より，種々の拡散単位操作に関する基礎
学力および実プロセスを念頭においた応
用力の両面を充実させる。

【到達目標】
1. 下記の各拡散単位操作に関連する
基本原理を説明できる。
2. 各拡散単位操作に関する基礎計算
ができる。
3. 実プロセスへの応用能力を養う。

反応工程設計 ○ ◎ ○

【授業の目的】
化学プロセスの収支計算および設計計
算方法を理解することを目的とする。

【授業の概要】
プロセス設計の基礎となる収支計算と物
性推算に触れる。また，プロセスシミュ
レータを利用した設計計算を体験する。

【到達目標】
1. 簡単な化学プロセスの収支を計算で
きる。蒸気圧などの物性を推算できる
2. 反応装置の基礎的な設計計算が行え
る 

触媒工学 ○ ◎ ○

【授業の目的】
この時点までに，多くの基礎および専門
科目で習得した，それぞれ独立の概念
が，触媒を通じた場合，どのように体系
的に利用できるかという点を理解するこ
とを目的とする。

【授業の概要】
実際に触媒を合成し反応に供するため
の，触媒担体選定，合成法，物性評価，
活性試験，最適装置の選定などについて
講述する。さらに最近の触媒工学の分野
におけるトッピクスを概説する。

【到達目標】
1. 反応装置の概要とその装置に相応
しい触媒の物性を述べることができる。
2. 代表的な触媒の反応性，調製，同定
について述べることができる。 

反応工学演習 ○ ◎ ◎

【授業の目的】
化学プロセス工学以外の分野で履修す
る速度論は，化学反応に対する様々な
情報を得ること，また解釈することを目的
としているが，本講義では，速度論的解
析法を様々な様式のプラントの設計に応
用することを理解することに主眼を置く。
多くの例題や演習問題について，まず解
法の筋道を明確化し，学生に質問を行
い，発言を促しながら解答へと誘導する
双方向的形式で講義を進める。

【授業の概要】
反応器設計への速度論の応用に関する
解説を行い，解説に基づく計算演習を行
う。英文の問題を利用する。

【到達目標】
1. 下回分式反応器を通して速度論的解
析を習得する。
2. 管型及び完全混合型反応器設計を行
うための基礎知識を演習を通じて理解を
深める。
3. 本演習に関連した質疑応答を行うこと
による双方向的学習を通じて，速度論的
解析法に対する理解を深める。 

化学応用工学特別講義３ ○ ◎ ○

【授業の目的】
様々な分野の専門家の講義により，基
礎から最先端までの特徴ある内容を学
ぶ。

【授業の概要】
化学プロセス工学に関連する分野につい
て学外より専門家を招聘し，最新の発展
しつつある領域の講義を受講させる。

【到達目標】
1. 各分野の専門家による講義を通し
て，その分野を深く理解する。

工業物理学実験 ◎ ○ ◎ ○

【授業の目的】
物理学の基本概念をよりよく理解するこ
と，および実験を行なう際の基本事項を
習得することを目的として基礎的な物理
学実験を行なう。

【授業の概要】
統計処理(最小自乗法)，力学(ボルダの振
り子，角運動量)，物性(ヤング率， 単剛性
率，粘性係数，抵抗の温度変化)，電磁気
学(等電位線，磁気モーメント，コンデン
サ，電磁誘導，トランジスタ特性，ホール
効果)，熱(比熱，温度伝導率)， 波動(フレ
ネルの複プリズム，分光器と回折格子)，
原子物理学(スペクトル，光電効果， フラ
ンク・ヘルツの実験)の20テーマから適宜
選択した実験を毎回 3〜4名ずつの班ごと
に行ない，毎回レポートを提出する。

【到達目標】
1. 実験を行う際の基本事項や注意事項
を理解する。
2. 実験で明らかになる物理現象を理解
し，得られた実験データを整理・解析出
来るようになる。 

物質機能化学実験 ◎ ◎ ◎

【授業の目的】
化学応用工学科の一連の実験科目の中
で先んじて行われる物質機能化学実験
は，分析化学，物理化学，電気化学，無
機化学に関する実験を通じて，これまで
の講義で学んだ理論についての理解を
深めることを目指す。本科目では，化学
実験における安全確保・各種試料調整，
測定に関わる基本的操作など研究実験
に対する正しい取り組み方の修得を目
指す。さらに，個人あるいは少人数のグ
ループにおける実験，ならびに教員・Ｔ
Ａ・学生間での質疑応答など双方向的な
対話を通じて，実験結果をもたらした
様々な要因を論理的かつ科学的に解析
するのに必要な知識・理論・洞察力を養
成する。この質疑応答は，同時にコミュニ
ケーション能力と文章作成能力の鍛錬
も兼ねている。具体的には，化学者とし
ての汎用的な技術としての安全かつ正
確な実験操作法，データ解析能力，レ
ポートの記述法，プレゼンテーション法，文
献の調査法の習得を目指す。

【授業の概要】
分析化学・物理化学・電気化学及び無機
化学に関する基礎的な実験を行う。始め
る前に，実験を安全に行うための講習を
受ける。期間の前半は分析化学実験，後
半は物理化学実験を行う（物理化学実験
に電気化学及び無機化学実験も含まれ
ている）．それぞれの実験に関して最初に
ガイダンスがあるので，どのように行うか
よく理解すること。分析化学実験は一度に
全員が同じテーマの実験を行う。物理化
学実験は数人のグループに分かれて順
番に各テーマの実験を行うので，各自の
日程及びグループ分けはガイダンスで説
明され，掲示板に掲示される。各実験
テーマには博士前期課程及び後期課程
の学生がTAとして指導にあたるので，指
示をよく守り，相談してアドバイスを受ける
こと。各実験テーマの開始前には良く予
習して内容を実験ノートに記載し，十分に
準備すること。終了後はレポートを作成
し，基本的に1週間を期限として提出す
る。レポートについては1人ずつ質疑応答
を受ける。その際，学生諸君からの建設
的な提案および議論は大いに推奨される
ものである。これらの実験について他の
学生に向けてプレゼンテーションを行い，
内容について議論する。

【到達目標】
1. 化学実験時の安全に関して確認する
とともに，器具・機器の使用に習熟する。
2. 各実験テーマの内容をしっかり把握
し，実験技術を習得する。
3. 各実験テーマの実験結果の解析方法
を習得する。
4. 実験内容のプレゼンテーションを適切
に行う能力を養う。 

物質合成化学実験 ◎ ◎ ◎

【授業の目的】
講義内容の理解を深め，基本的な実験
操作を習得し，研究実験に対する安全で
正確な実験操作を身につける。得られた
実験結果に対する正確な解析方法およ
び論理的考察方法を身につける。

【授業の概要】
実験科目では自ら手を動かすことが基本
である。そのためできるだけ小人数での
取り組みが望ましい。本科目では，当該
学生を少人数のグループに分け，有機化
学および高分子化学分野の実験を行う。
また，課題についてプレゼンテーションを
行ってグループディスカッション（双方向的
学習）をする。実験実施時またはレポート
提出の際に教職員およびティーチングア
シスタントとのディスカッションを通して，双
方向的な学習の機会を増やし，コミュニ
ケーション能力を養い，実験内容の理解
度の向上を目指す。

【到達目標】
1. 物質合成化学に関する各実験テーマ
の内容を把握し，使用する器具，器械の
取扱いを習得する。
2. 実験結果の解析方法および論理的
思考によるデータの考察方法を習得す
る。
3. 実験の内容に関する考察を口頭およ
び文章で表現する能力を習得する。 

化学プロセス工学実験 ◎ ◎ ◎

【授業の目的】
多岐にわたる化学プロセス工学大講座
の基本となる下記テーマの実験を取り上
げ，実験法・解析法を習得するとともに，
特に化学プロセス工学特有の概念に具
体的に接することを目的とする。講義で
は受け身になりがちであるが，本実験で
は，実際に各人が実験を行うことにより
自発的に各教員に質問等ができるように
なり，実験に対して自分の意見を明確に
述べられるようになることを期待する。

【授業の概要】
化学プロセス工学大講座の講義に即した
テーマについて各人が実験を行い，講義
内容の理解を深めるとともに実験技術を
習得する。

【到達目標】
1. 化学プロセス工学講座の基礎となる
実験を行い，実験，解析，考察などの一
連のプロセスを理解する。
2. 各テーマ担当教員との本実験に関連
した討論（双方向学習）を通じて，実験内
容における疑問点の整理，および結果
に対する考察を更に深める。 

雑誌講読 ◎ ◎ ◎ ◎

【授業の目的】
卒業研究に関連する外国語の文献を読
むことにより，専門分野の知識を深め専
門外国語の能力を高める。また，発表や
討論によりプレゼンテーション能力・コ
ミュニケーション能力を養う。

【授業の概要】
卒論生が配属された各研究室において，
卒業研究と関連する専門分野の文献を講
読し，その内容を紹介し，討論を行う。

【到達目標】
1.卒業研究に関連する学術論文等を熟
読し専門知識を増やす
2.発表・討論を通し，プレゼンテーション
能力を高める。
3.英文学術雑誌の講読を通じて，化学
英語読解力を身につける。

卒業研究 ◎ ◎ ◎ ◎

【授業の目的】
研究を実施する際には，学生自ら考える
力を育成することを重視する。また，論
文執筆や口頭発表を通して文章表現力
や口頭でのプレゼンテーション能力を高
めることも目標とする。

【授業の概要】
卒論生は各研究室に配属され，各自の
研究テーマにより研究を行う。

【到達目標】
1. 与えられた研究テーマを自らの力で実
行し，その結果を論文執筆および卒論
発表で報告する。

キャリアプラン入門 ◎ ◎

【授業の目的】
技術者を取巻く今日の社会環境につい
て講義し，技術者を目指す新入生諸君
が自立的で有意義な学生生活を構築す
るとともに将来の就職について考える上
で必要な素養と能力を養う。またweb版
キャリア学習ポートフォリオの作成を開
始する。

【授業の概要】
授業ガイダンスおよびweb版キャリア学習
ポートフォリオの意義と作成方法に関する
説明があり，次いで求められる社会人基
礎力の講義がある。つづいて順次，企
業，社会等ならびにそれらの関係に関す
る講義を行われる。先輩からのアドバイス
があり，受講者はそれらを踏まえて自らの
夢を描くとともに技術者としてのライフプラ
ンを作成する。
第7,12回の授業時にそれぞれレポート課
題が出される。
なお各回の学習内容の要点等はweb版
キャリア学習ポートフォリオに記入し，授
業終了後にキャリア教育担当教員の
チェックを受ける。

【到達目標】
社会人基礎力について理解するととも
に，キャリア学習ポートフォリオ作成を通
して自らのキャリアプランを自主的に進
めることができる。

キャリアプラン基礎 ◎ ◎

【授業の目的】
社会人基礎力の養成に基づき，自らが
社会に出るまでの行動計画を立て，学生
生活において具体的なアクションを取り，
成長するための下地づくりができる能力
を養う。

【授業の概要】
コンピテンシーの意義や社会の現状を考
えるとともに，自己理解を深め将来の展望
をイメージする。次いで，自らの成長を促
すための課題と到達目標を設定し，行動
計画を策定する。また行動計画を実行・評
価・改善するためのPDCAサイクルの手法
および展開する上で重要となる人間関係
の形成やコミュニケーションなどについて
も学ぶ。
第6,14回の授業時にそれぞれレポート課
題が出される。
なお各回の学習内容の要点等はweb版
キャリア学習ポートフォリオに記入し，授
業終了後にキャリア教育担当教員の
チェックを受ける。

【到達目標】
社会人基礎力を意識し自己理解を深め
る。到達目標を設定し，行動計画が策定
でき，課題解決に向けて具体的な行動を
始めることができる。

キャリアプラン ◎ ◎

【授業の目的】
徳島大学の進路情報ならびに就職環境
の変化と情報収集を学ぶとともに，ジョブ
リサーチ講座を通して自分のキャリアデ
ザインにあった仕事をリサーチするため
の能力を養う。先輩の体験からキャリア
デザイン形成やその実践活動を学ぶこと
で自らのプラン策定の能力を養う。新聞
を用いて情報収集力およびプレゼンテー
ション力の向上を図る。

【授業の概要】
徳島大学の進路情報と合わせて就職環
境の変化など，就職環境全般の知識を習
得する。次に種々の分野の職業人による
ジョブリサーチ講座が実施される。次い
で，先輩たち自らの就職活動体験を紹介
してもらうと同時にアドバイスを受ける。ま
たアクティブラーニングの一環として，経
済新聞を用いて情報収集・取りまとめを
するとともに，全員の前でプレゼンテー
ションを行う。
第7,15回の授業時にそれぞれレポート課
題が出される。
なお各回の学習内容の要点等はweb版
キャリア学習ポートフォリオに記入し，授
業終了後にキャリア教育担当教員の
チェックを受ける。

【到達目標】
就職環境全般の知識を習得するととも
に，先輩の体験を学ぶことでジョブリサー
チプラン作成方法を身に付ける。
ジョブリサーチのための素養，ならびに
就業力に必要なプレゼンテーション力を
身に付けるとともに，キャリア学習ポート
フォリオ作成を通して自らのキャリアプラ
ンを自主的に進めることができる。

専門教育科目
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短期インターンシップ ◎ ◎ ◎

【授業の目的】
 学生が，在学中に企業や団体の実務の
現場で，仕事を通して自己実現を図り，
職業観・人生観の育成を行い，自らの専
門能力向上にもつなげられること。イン
ターンシップの意義とは，①自主性・独
創性のある人材育成②理論の実践によ
る学習効果の向上③企業が求める人材
要件の明確化がある。学生にとっての意
義は，「社会人として働くということはど
のような事なのかを知る」「自分がどうい
う職業や業種に向いているのかを選択
するための経験」「今後の学生生活の目
標を明確にする」「就職希望である業種
の実情を知りたい」「社会経験を通じて自
分に足りない能力を見つける」などがあ
げられる。 

【授業の概要】
①インターンシップとは，企業・行政機関・
公益法人・団体等における実習・研修的
な就業体験を通じて，自らの将来計画に
おけるキャリア・デザインについて考える
授業である。②前半の事前学習では，学
外研修の準備としてのコミュニケーション・
マナー，守秘義務等法律知識等を修得
する。また，各種企業からゲストスピー
カーを招聘し，社会人・企業人として望ま
れる人材ならびに学生の見方について学
ぶ。③後半では，7月～9月の間に，各自５日
間程度の学外研修を受ける。④社会の
一員としてのマナーや責任感や厳しさを
体験することにより，自己啓発の機会を
得る。

【到達目標】
①事前学習により，社会人として必要な
マナーとビジネス・コミュニケーションを
理解し，社会人，職業人として相応しい
行動がとれる。
②学外研修で実習テーマの内容を理解
するとともに，課題解決に努め，これら
の内容を報告書にまとめる能力を養う。

技術者・科学者の倫理 ◎ ◎ ○

【授業の目的】
技術者としての意識と誇りを身につけ，
工学倫理を守るために必要な知識と知
恵を学ぶ。

【授業の概要】
技術者に要求される倫理とは何か?比較
研究と事例研究を中心に学ぶ。その上
で，安全，環境，法規，知的財産権などに
関連して，具体的にどのようなことが問題
になるのか?実践的にどのように対処すれ
ばよいか?講師たちの技術者としての実
体験をもとに，出来るだけ双方向的な授
業をこころみる。工学倫理というむずかし
そうなテーマにやさしく迫る。

【到達目標】
1. 工学倫理についての理解
2. 技術者としての誇りと責任感
3. 関連問題についての理解
4. 実践的対応力

安全工学 ◎ ◎ ○

【授業の目的】
化学物質は人間の生活に欠かせないも
のであるが，取り扱いを誤ると人体や環
境を脅かす有害な物質として作用する。
安全・健康問題に対して，化学物質の安
全からプロセスや機器の安全，化学企業
や業界が行う対策まで具体的な事例を
通じて理解させる。

【授業の概要】
化学物質の安全管理の基本を理解し，世
界および日本の化学工業で起きた事故の
ケーススタディーを中心に安全の原理，
原則の理解を進める。また地球環境問題
と世界標準について学び，グローバルな
視点から安全の背景を概観する。

【到達目標】
1. 化学物質の安全管理の基本を理解す
る。
2. 化学工業で起きた事故を通して安全
の原理・原則を理解する。
3. 地球環境と世界基準について理解を
深める。 

労務管理 ◎ ○

【授業の目的】
企業のグローバル化による競争激化，
企業内の派遣社員・契約社員・パート・
アルバイト等非正規社員の増加，正規社
員の減少，従業員の悩み・将来の不安・
ストレス等による精神面の健康問題，労
働トラブルの急増，少子高齢化時代の到
来等これからの労務安全管理の諸問題
について理解する。

【授業の概要】
入社から退職までの様々な場面における
対応として，労働法に基づく労働条件の理
解，就業規則の内容と効力，派遣社員及
び請負（業務委託）社員への接し方，長時
間労働による過労死及びセクハラ，パア
ハラによる精神障害問題，出向，リストラ，
解雇等について講義する。

【到達目標】
1.組織の労務管理の基本と各自の立
場に応じた対処方法について理解す
る。
2.最新の労働環境の動向を理解する。

生産管理 ◎ ○

【授業の目的】
モノづくり現場における生産の計画や統

制，改善がどのように行われているの
か，企業での実際と基本的な考え方，用
語，手法を理解する。講義においては品
質やコスト，安全，環境，人づくり等の多
様な観点から生産管理を考えていきた
い。 

【授業の概要】
生産管理の必須事項である品質，コスト，
納期の達成に向けて，ＰＤＣＡのサイクル
がどのように回されているのか，また，現
場で使われているＱＣやＩＥ，ＶＥの考え方
や手法を紹介し，企業が継続的に改善や
革新に取り組んでいる現場の姿を理解す
る一助としたい。

【到達目標】
1. 生産管理の各手法を概略理解する。
2. 企業マネジメントの中での位置づけ
を概略理解する。 

福祉工学概論 ◎ ○

【授業の目的】
我々の身近な生活を支える様々な機器
具や環境の中に含まれる工学技術のう
ち，いろいろなハンディキャップを伴う条
件下でも使いやすく安全を確保する技術
を，人に優しい技術として紹介し，その万
人に対する延長線上に福祉工学技術の
一端があることを理解させる。 また，各障
害者個人に合わせた機器具を紹介し，
福祉工学技術のもう一端には，特化され
た技術があることも理解させる。

【授業の概要】
本講義では，人間の生活全体を支える工
学技術を，高齢化による機能の低下や障
害によるハンディキャップを軽減させる
様々な技術(ハイテクならびにローテク)や
アプローチを例にとり，広い視点から概
観する。

【到達目標】
1. 機能の低下や障害によらず，全ての
人々が利用できる技術や機器，環境が
あることを理解させる。
2. 特別なサポートを必要とする人々のた
めの技術や機器，環境があることを理解
させる。
3. 人に優しい工学技術について考える
機会を持たせる。 

職業指導 ◎ ○

【授業の目的】
生涯発達・Career Developingとしての人
間観・職業観を確立し，個人及び工業高
校教師として必要な職業指導・カウンセ
リング能力を習得する。

【授業の概要】
生涯発達・Career Developingとしての人
間観・職業観を確立すべく，学際的見地
から職業指導・キャリア・カウンセリングの
目的・課題・理論・展開方法・技法を論述
する。併せてキャリア確立上必須の種々
の能力開発を実践指導し，習得を図る。

【到達目標】
1. 職業指導・キャリア・カウンセリングの
目的・課題・理論・展開方法・技法などを
理解し，種々の能力開発の理論と実践
スキルを習得し，高校教師として基礎
的指導能力に習熟する。

ニュービジネス概論 ◎ ○

【授業の目的】
ニュービジネスとは，新しいアイデアや専
門的な知識・技術を駆使して創造的に展
開される事業を意味する言葉であり，そ
の主たる担い手はベンチャーと呼ばれる
企業である。この授業の目的は，受講生
がベンチャー企業を起業するために必要
とされる知識，ノウハウ，そしてスピリット
を提供することにある。

【授業の概要】
活力ある日本社会の再生が求められて
いる。こうした要請を受け，政府は平成
14〜16年度にかけて「大学発ベンチャー3 
年1000 社計画」を実施し，その目標はほ
ぼ達成されたが，今後も継続的に起業家
教育を推進していくことの重要性には変
わりはない。この授業は，こうした認識に
もとづいて，徳島県及び公益財団法人とく
しま産業振興機構が支援して開設された
『とくしま経営塾「平成長久館」起業力養
成講座』である。

【到達目標】
ベンチャービジネスを起業するために必
要な知識を習得するとともに，ビジネスプ
ランを作成できるようになることを目標
とする。

知的財産の基礎と活用 ◎ ○

【授業の目的】
知的所有権制度を理解し，知的所有権
の保護と制度の活用の重要性を各種の
事例を基に理解するとともにその活用法
の基礎を修得する。

【授業の概要】
科学技術創造立国を目指す我が国にお
いて，知的所有権の保護と制度の活用
が，行政・産業界・大学・研究所にとって
不可欠であるとの共通認識を持つ必要性
を説くとともに，知的所有権制度の概要
と，その活用法を，企業の特許戦略，特許
侵害事件などの事例を紹介しつつ講義
し，学生が将来，企業・大学・研究所など
へ進んだ場合に知っておくべき知的所有
権に関する基礎知識の修得をはかる。

【到達目標】
1. 知的財産権の概念についての理解を
深める。
2. 特許法，商標法，意匠法，著作権法
について理解する。
3. 知的財産の活用法の基礎について理
解する。 

知的財産事業化演習 ◎ ○

【授業の目的】
知的財産を活用する方法の基礎を理解
するとともに，実際のアイディア，デザイ
ンを創出する方法について，パテント，
デザインパテントコンテストを題材とした
演習で修得する。

【授業の概要】
科学技術創造立国を目指す我が国にお
いて，知的財産の活用が，行政・産業界・
大学・研究所にとって不可欠であるとの
認識に立ち，その活用法を，知的財産の
創出という観点から修得する。

【到達目標】
知的財産を自ら創出する意義を理解し，
その方法の基礎について，各自のテー
マで修得する。

工業基礎英語 ◎ ○

【授業の目的】
現代の国際言語である英語でのコミュニ
カティブ能力の養成を計り，正確な英語
の発声や発音を理解し，習得しつつ，基
礎的な英語の語彙力，読解力，リスニ
ングを高めることを目的とする。

【授業の概要】
英語と日本語の発声や発音の相違点を
理解し，基本的な発音記号を正確に発音
する練習を重ねる。又，TOEIC対策テキス
トやプリントを用いて文法的基礎事項の復
習をしつつ，科学技術分野で頻出の語彙
や表現を増やす。リスニングCDを使用し
た練習問題を通して，必要な情報を効率
的に掴み，簡単な会話文で応答する活き
た英語力を養成する。

【到達目標】
1. 基本的な発音記号を読み，正確に
発音できる力とリスニング力を高める。
2. 文法的基礎事項を理解し，簡単な会
話文に慣れる。
3. 科学技術分野で頻出の語彙を増し，
読解力を高める。 

工業基礎数学 ◎ ○

【授業の目的】
工学を学ぶために必要不可欠となる微
分・積分の基礎的な内容について理解を
図り，さらに基本的な手法や計算技術を
確実に習得することを目的とする。

【授業の概要】
1変数関数および多変数関数の微分・積
分について，基礎的な内容を中心に講義
する。 また，理解を深めるために，問題演
習を随時行う。

【到達目標】
1.各回の講義では，定義・定理の内容を
把握するために，具体的な関数の微分・
積分の問題演習を行う。演習を通して定
義・定理を確実に理解し，別の場面でそ
れらを応用できる能力を身につけてもら
いたい。

工業基礎物理 ◎ ○

【授業の目的】
物理学の法則をその原理原則に基づき
理解

【授業の概要】
 力学・波動・電磁気学について，ごく初歩
的分野を解説する.(講義) 

【到達目標】
物理の諸公式をいくつかの設問を通じて
習得する

初級技術英語 ◎ ○

【授業の目的】
This course aims to increase the 
student's ability to understand and 
discuss professional materials in English.

【授業の概要】
The general objectives of the course 
include: 1. Developing students' reading 
and listening skills for academic, 
professional purposes 2. Assisting 
students' ability to speak English in real-
life situations 3. Helping students develop 
ability to understand English in various 
contexts. 4. Increase students' knowledge 
of English vocabulary, especially words of 
a technical and scientific nature.

【到達目標】
1. Develop English skills for academic
and professional purposes
2. Acquire greater vocabulary to
communicate in technical English
3. Improve listening skills.
4. Enhance the ability to better 
understand spoken English.

中級技術英語 ◎ ○

【授業の目的】
The aim of the course is to enhance 
reading, writing, speaking and listening 
skills. Another goal is to establish a firm 
foundation for students to present their 
knowledge to others, in English.

【授業の概要】
The primary focus will be the 
development of English skills: listening 
comprehension, reading, writing, and 
speaking. A key objective will be to 
increase and broaden knowledge of 
technical and scientific vocabulary. The 
final result; students should be able to 
produce English presentations, especially 
science-related presentations. The 
emphasis of the course content is 
intended to strengthen and expand both 
comprehension and expressive abilities. It 
is anticipated that this will include 
improving the basic aspects of clear 
writing: basic grammar, vocabulary, and 
recurring patterns of typical sentence 
structures.

【到達目標】
1. To develop vocabulary, sentence
formations, and presentation principles 
of communication in order to establish a
firm foundation for public speaking and 
technical presentations, in English.
2. To develop English skills: listening 
comprehension, speaking, reading and 
writing.

上級技術英語 ◎ ○

【授業の目的】
The aim of the course is to enhance 
reading, writing, speaking and listening 
skills. Another goal is to establish a firm 
foundation for students to present their 
knowledge to others, in English.

【授業の概要】
The primary focus will be the 
development of English skills: listening 
comprehension, reading, writing, and 
speaking. A key objective will be to 
increase and broaden knowledge of 
technical and scientific vocabulary. The 
final result: students should be able to 
produce English presentations, especially 
science-related presentations. The 
emphasis of the course content is 
intended to strengthen and expand both 
comprehension and expressive abilities. It 
is anticipated that this will include 
improving the basic aspects of clear 
writing: basic grammar, vocabulary, and 
recurring patterns of typical sentence 
structures.

【到達目標】
1. To develop vocabulary, sentence
formations, and presentation principles 
of communication in order to establish a
firm foundation for public speaking and 
technical presentations, in English
2. To develop three English skills:
listening comprehension, speaking,
reading and writing.

専門教育科目

専門教育科目



実用技術英語 ◎ ○

【授業の目的】
This course is designed to help student 
to acquire the basic skills and 
knowledge required for scientific writing.

【到達目標】
1. To get ability to know the journalistic
nuts and bolts of scientific writing
2. To get ability to discuss what science
is, how to write a research paper,
3. To get ability to review topics of
scientific importance
4. To get ability to distinguish central 
concepts from details in structuring 
scientific writing
5. To get ability to organize and present 
ideas logically
6. To get ability to write documents 
used in the sciences and engineering

英語プレゼンテーション技法 ◎ ○

【授業の目的】
The focus of this class is the 
development of communication and 
presentation skills.

【到達目標】
1. How to deliver a speech or a
presentation in a professional 
environment
2. The basic steps necessary to develop 
a clearly understood presentation
3. How to prepare the content of a
presentation or speech
4. Practical experience in public
speaking
5. The fundamentals of communicating 
while using good "body language"

プロジェクトマネジメント基礎 ◎ ○

【授業の目的】
ある課題（毎年変更）を達成するための
プロジェクトを企画・実践することで，職
場や地域社会で多様な人々と仕事をし
ていくために必要な基礎的な力（前に踏
み出す力，考え抜く力，チームで働く力）
を身につける。また，プロジェクトを企画・
実践するために必要なプロジェクトマネ
ジメント能力を習得する。

【授業の概要】
ある課題（毎年変更）を達成するためのプ
ロジェクトを立ち上げて取り組む。課題例
として，「○○をキーワードに新商品，新シ
ステム，新サービスの開発を行う」，「○○ 
をキーワードにしたイベントの企画を行
う」，「教員や企業から募集した現実の課
題を解決する方法を提案する」，「自分た
ちの夢を実現させる新規プロジェクトを立
ち上げる」などであり，5，6人のグループ
で課題解決に向けてプロジェクトの実行計
画を作成して実践する。

【到達目標】
1. グループ活動の中で自らの意見を述
べ，仲間の意見を理解する能力を身に
つける。
2. 課題の抽出および解決する能力を身
につける。
3. プロジェクトの立ち上げから終結まで
を計画して実行する能力を身につける。
4. 成果を公の場で発表する能力を身に
つける 

アイデア・デザイン創造 ◎ ○

【授業の目的】
知的財産に対する関心を深め，アイデア
創出の目標設定を明確にする。企業
ニーズや知的財産に関する調査活動を
通してものづくりと社会の関係性を理解
する。

【授業の概要】
個人のアイデア，プロジェクト活動やグ
ループワーク，企業のニーズの内容を「新
規性」「有用性」「独自性」等のあるアイデ
ア・デザインに高め，パテントコンテスト，
デザインパテントコンテスト等に応募す
る。

【到達目標】
1. アイデア・デザインの創造過程を習得
する。
2. 自分自身のアイデア・デザインを「新
規性」「有用性」「独自性」等のある内容
にブラッシュアップする能力を習得する。
3. 「新規性」「有用性」「独自性」等を書面
とできる表現力を習得する。

自主プロジェクト演習1 ◎ ○

【授業の目的】
グループによるプロジェクトの立案，計
画，実施，評価を通じて，学生の自主
性，自発的探究力，問題解決能力およ
び表現力を育成し，プロジェクトを完遂で
きることを目的とする。

【授業の概要】
プロジェクトを実施するグループは，2人以
上の学生およびテクニカルアドバイザとな
る教員で構成する。
創成学習開発センターでの審査に合格と
なったプロジェクトのみ，以降の活動を実
施可能とする。
プロジェクト活動中は，毎回個人毎にテク
ニカルアドバイザに報告書を提出するとと
もに，プロジェクト毎に創成学習開発セン
ターに定期的に報告書を提出する。
プロジェクトの最後には，最終報告会を実
施する。
なお，プロジェクト活動の実施回数は，１
５回以上になる場合がある。

【到達目標】
1. グループによって自主的にプロジェク
トを立案し，プロジェクト遂行のための適
切な期間，内容，予算を計画する。
2. 計画に従って，プロジェクトを実施し，
その内容をテクニカルアドバイザや創成
学習開発センターに報告する。
3. プロジェクトの内容を随時評価し，必
要に応じて改善する。
4. プロジェクトを完遂し，最終報告会に
て，目標の達成度等を報告する。 

自主プロジェクト演習2 ◎ ○

【授業の目的】
グループによるプロジェクトの立案，計
画，実施，評価を通じて，学生の自主
性，自発的探究力，問題解決能力およ
び表現力を育成する。プロジェクトを完遂
し，その内容を外部に公表する。

【授業の概要】
プロジェクトを実施するグループは，2人以
上の学生およびテクニカルアドバイザとな
る教員で構成する。
創成学習開発センターでの審査に合格と
なったプロジェクトのみ，以降の活動を実
施可能とする。
プロジェクト活動中は，毎回個人毎にテク
ニカルアドバイザに報告書を提出するとと
もに，プロジェクト毎に創成学習開発セン
ターに定期的に報告書を提出する。
プロジェクトの最後には，最終報告会を実
施する。
なお，プロジェクト活動の実施回数は，１
５回以上になる場合がある。

【到達目標】
1. グループによって自主的にプロジェク
トを立案し，プロジェクト遂行のための適
切な期間，内容，予算を計画する。
2. 計画に従って，プロジェクトを実施し，
その内容をテクニカルアドバイザや創成
学習開発センターに報告する。
3. プロジェクトの内容を随時評価し，必
要に応じて改善する。
4. プロジェクトを完遂し，最終報告会等
において，目標の達成度等を外部に公
表する。 

自主プロジェクト演習3 ◎ ○

【授業の目的】
グループによるプロジェクトの立案，計
画，実施，評価を通じて，学生の自主
性，自発的探究力，問題解決能力およ
び表現力を育成する。プロジェクトを完遂
し，その内容について外部評価を受け
る。

【授業の概要】
プロジェクトを実施するグループは，2人以
上の学生およびテクニカルアドバイザとな
る教員で構成する。
創成学習開発センターでの審査に合格と
なったプロジェクトのみ，以降の活動を実
施可能とする。
プロジェクト活動中は，毎回個人毎にテク
ニカルアドバイザに報告書を提出するとと
もに，プロジェクト毎に創成学習開発セン
ターに定期的に報告書を提出する。
プロジェクトの最後には，最終報告会を実
施する。
なお，プロジェクト活動の実施回数は，１
５回以上になる場合がある。

【到達目標】
1. グループによって自主的にプロジェク
トを立案し，プロジェクト遂行のための適
切な期間，内容，予算を計画する。
2. 計画に従って，プロジェクトを実施し，
その内容をテクニカルアドバイザや創成
学習開発センターに報告する。
3. プロジェクトの内容を随時評価し，必
要に応じて改善する。
4. プロジェクトを完遂し，最終報告会や
学会発表等において，目標の達成度等
について外部評価を受ける。 
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